
 

 

 

Ａ 運動会の低学年(１～３年)リレーでは、児童の学習上の経験や実態を踏まえ、バトン

の種類を協議して決めていくことが大切です。また、低学年リレーと中学年リレーで分け

ることも１つの方法として考えられます。 

理由 

 学習指導要領には、低学年でリングバトンを使用することは明記されておらず、「苦手な児童」

への配慮としてリングバトンが紹介されています。また、低学年の運動の例示として、「折り返し

リレー」が紹介されています。１・２年生での体育の学習では、折り返しリレーのため、棒バトン

を使った経験がない児童も多いのではないでしょうか。 

一方、中学年では、「走りながら，タイミングよくバトンの受渡しをする」ことが明記されてい

ます。中学年の運動の例示として、「周回リレー」が紹介されています。３年生にとっては、体育

の学習で棒バトンや周回リレーを経験しているため、運動会で棒バトンを使うことが学習の成果を

発揮できるよい機会となります。 

 

低学年用で紹介されているバトンの種類 

 

 

 

 

 

 

 プラ製リレーバトン    ソフトバトン（オレフィン系エラストマー）     リングバトン 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３８ 運動会の「低学年リレー」を１～３年生で行っているのですが、 

バトンはどのような種類のバトンを使うとよいですか？ 

ゴムのような素材 

https://store.shopping.yahoo.co.jp/apworld/ega186.html?sc_i=shp_pc_search_itemlist_shsrg_img
https://store.shopping.yahoo.co.jp/apworld/ega160.html?sc_i=shp_pc_search_itemlist_shsrg_img
https://store.shopping.yahoo.co.jp/apworld/ega168.html?sc_i=shp_pc_search_itemlist_shsrg_img


それぞれのバトンのメリット・デメリット 

 メリット デメリット 
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①３年生は、「走りながら，タイミングよくバトンの受渡しを

すること」と指導要領に明記されており、体育学習の成果

を発揮できる。 

②リードをするため、走者はバトンを受渡す際、急激にスピ

ードを落とすことなく渡せる。バトンの受渡しでの接触を

防ぐことができる。 

③バトンの受渡しの練習が、リレーの練習としてのモチベー

ションとなる。１・２年生にとっては、中学年の走・跳の

運動の学習につなげていく上で有効である。 

① １・２年生は、体育学習で使用

していないと、棒バトンの扱

いに慣れておらず、慣れるま

でに時間がかかる。 

② リングバトンに比べると太く

て、長さがあるため、他競技者

との接触などで、落とす可能

性がある。 
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① やわらかい素材のため安全である。 

 

① ゴムに近い素材で弾力がある

ため、力を入れると曲がるこ

ともある。 
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① 太くないため、低学年でも握りやすい。 

② 他のチームの走者との接触が少なく、走っている時に落と

す可能性が低い。 

① ３年生にとっては、体育学習

でのバトンパスの成果を発揮

することができない。 

② 地域によっては、幼稚園や保

育園で棒バトンを使用してい

るところもある。 

 


